
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3006 

令和５年度 工業・電気系 

 

教科 工業（電気） 科目 電気機器(選択) 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「電気機器」 （実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 電動機や発電機などは産業界、特に工場においては無くてはならない電気機器の一つであり、

その構造や動作原理の理解は大変重要です。工場ではその現場に応じた電動機や発電機の選定を

行う必要があり種々の検討を行うことが必要になります。 

 直流機においてはオームの法則を利用して理論の理解を進め、変圧器においては交流のユニー

クな特性に着目している点を紹介します。電気基礎で学習したことを基礎として学習を進めてい

くので、式の変形はもちろんのこと、電気的なセンスを磨きましょう。 

 この授業で学んだことを電気機器実習でも活かし、学習効果（相互理解）を高めるよう頑張り

ましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 電気技術者として社会に巣立つに際し、電気機器及び電気材料に関する知識と技術を習得さ

せ、電気技術という観点から広い視野に立って物事を科学的に判断できる能力と態度を育てる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

電気機器の各分野に関する

基礎的・基本的な知識を身

に付け、現代社会における

工業の意義や役割を理解し

ている。電気機器の各分野

に関する基礎的・基本的な

技術を身に付け、環境に配

慮し、ものづくりを合理的

に計画し、その技術を適切

に活用している。 

電気機器に関する課題の解

決をめざして思考を深め、基

礎的・基本的な知識と技術を

基に、技術者として適切に判

断し、表現する創造的な能力

を身に付けている。 

電気機器に関する課題につ

いて関心をもち、その改善・

向上をめざして主体的に取

り組もうとするとともに、実

践的な態度を身に付けてい

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一 
 

 

学 
 

 

期 

直
流
機
と
電
気
材
料 

 
○電気機器の全般的な内
容 

 
○直流機の原理と構造、
特性 

 

○材料の特性・用途 

 
a:電流・磁界・電磁力の関係を
電動機の動きと関連付けが
できている。直流機，電気材
料についての言葉や概念を
理解している。 

b:直流機の課題について適切
な特性グラフを用いて検討
しようとしている。 

c:直流機の回転数や発電電圧
などを求めることができ
る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

二 
 

 

学 
 

 

期 

変
圧
器 

 
○変圧器の原理、構造、材
料 

○変圧器の取り扱い 
 
○変圧器の損失と効率 
 

 

a: 変圧器についての言葉や
概念を理解している。構造
を理解し、そこから損失や
効率を考えようとしてい
る。 

b:原理を理解し、結線方法に
よる違いを他者に説明でき
る。 

c:原理を理解し、等価回路に
変換することができる。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

三 
 

 

学 
 

 

期 

パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス 

 
○パワー半導体デバイス 
 
○整流回路と交流電力調
整回路 

 

○直流チョッパとインバ

ータ 

a: 電力素子及び各種回路に
ついての言葉や概念を理解
している。パワーエレクト
ロニクスが使われている所
を考え、その課題や改善に
取り組んでいる。 

b:回路の特徴を理解し、その
用途について発表を前提に
まとめることができる。 

c:回路特性を理解し、各種素
子についてまとめ活用でき
る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

 

提出ノート 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


